












/N/ is not easy for UniDic as well 














































を表 1に示した 。 
 
















1 0 45 645 9.02% 4 6458 7152 
2 0 0 3 5.45% 0 52 55 
3 1 8 207 5.45% 9 3572 3797 
4 0 3 81 9.62% 5 753 842 
5 2 43 423 9.89% 3 3807 4278 
6 0 0 7 36.84% 0 12 19 
7 0 5 194 10.91% 22 1558 1779 
8 0 2 12 6.73% 1 164 179 
合計 3 106 1572 8.64% 44 16376 18101 
 
３.２ 誤解析のタイプ 
誤解析の内実を明らかにすべく、本稿では BCCWJ で抽出した撥音の誤解析（計 1572
例）に対して下位区分を行った。UniDic を学習者に見立てて、間違った解析をもたらし
た理由に基づき 、表 2のようなタグ付けをした。 
 
表 2 誤解析の区分一覧 
誤解析区分 用例数 誤解析区分 用例数 誤解析区分 用例数 
呼称（人名を含む） 305 若者表記 39 同音異語 14 
表記漢字 231 入力ミス 31 動詞連用 13 
固有名詞 184 漢語副詞 28 一般名詞 12 
表記仮名 138 方言 27 同字異訓 11 
近畿方言 125 フィラー 27 語尾 7 
漢字読み 106 古典  21 若者言葉 7 
オノマトペ 76 複合語 18 表記仮名遣い 7 
複合要素 66 特定 16 駄洒落 6 











表 3 誤解析の諸タイプの代表例 
 










































































































































































































































1 1 3 1 0.08% 0 1225 1230 
2 0 0 0 0.00% 0 13 13 
3 0 0 0 0.00% 0 241 241 
4 0 0 0 0.00% 0 13 13 
5 2 1 8 1.60% 0 490 501 
6 0 0 0 0.00% 0 11 11 
7 0 0 0 0.00% 0 135 135 
8 0 0 0 0.00% 0 2 2 
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